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で１６ヶ国７９名の研修生を受け入れてきた（表１）。研

修参加を第１期から第３期まで期間別に分けて地図に

示した（図１）。ナイジェリア、リベリアおよび南アフ

リカは第１期のみ、モロッコ、ジンバブエおよびレソ

トは第２期のみの参加である。シエラレオネとウガン

ダは第１と第３期に参加し、マラウィは２期から参加

し３期も毎回参加している。ガーナ、エチオピア、ケ

ニアおよびタンザニアは第１期から継続して参加して

Ⅰ．はじめに

　本研修コース「アフリカ地域　地域保健担当官のた

めの保健行政」は、独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ）

のＪＩＣＡ北海道（札幌）と旭川医科大学が２００８年度

（平成２０年度）から継続して行っている地域別研修事

業である。本学では看護学科と健康科学講座の教員が

コースリーダーを担当しており、昨年度までの７年間

依 頼 稿（報告）

２０１５年度ＪＩＣＡ

「アフリカ地域　地域保健担当官のための保健行政」コース

表１　各年度における研修員の受け入れ国および人数

第　３　期第　２　期第　１　期研　修　期　間

計２０１５２０１４２０１３２０１２２０１１２０１０２００９２００８国　　名地　　域

４２２ス ー ダ ン
北アフリカ

２１１モ ロ ッ コ

１８１３２２３２２３ガ ー ナ

西アフリカ
２１１シエラレオネ

５１２２ナイジェリア

５２１２リ ベ リ ア

２１１ウ ガ ン ダ

東アフリカ

１０１２２２２１エチオピア

１１エリト リア

８１２１１１２ケ ニ ア

１１ザ ン ビ ア

１１ソ マ リ ア

１２１２２２３１１タンザニア

９２１２３１マ ラ ウ ィ

１１ア ン ゴ ラ

南アフリカ
５１１３ジンバブ エ

３２１レ ソ ト

１１南アフリカ

９０１１１３１３１３１２１１９８受入れ人数

１８９８８８５８６４受入れ国数

 ＊旭川医科大学　＊看護学講座　＊＊健康科学講座　＊＊＊名誉教授
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ものか）が双方織り込まれており、エビデンスベース

の事例を用いて学ぶことができた。」とのコメントが寄

せられるなど、座学と演習・見学実習といった、静・

動が組合された研修プログラムは、全体的に高く評価

され、好感をもって受入れられてきた。一方で各研修

員からコースの内容・期間をより充実させてほしい旨

の要望が多かったことから２０１０年度以降、研修期間

を１週間延長し、より多くの知識と現場での実務見学

を充実するべく本研修カリキュラムを改善してきた。

　本年度の研修スケジュールを表２に示す。研修は、

最初にコースリーダーが概論の講義を行う。これは研

修の中核となる「地域保健行政」、すなわち国民の健康

に係る行政システムがアフリカと日本では大きく異な

るため、はじめに日本の保健医療行政（中央－地方行

政組織、包括的医療の提供サービス、健康保険・医療

提供システムなど）の特徴を理解しておくことがその

後の無用な混乱を避け、研修員の自国における地域保

健医療行政に役立つ知識や技術の習得に必須であるこ

とによる。

　「地域保健行政」は、保健所長による地域保健法に基

づく地方保健行政の役割分担に関する講義と、北海道

庁保健福祉部、地域保健行政の指導的役割を果たす道

立保健所（上川保健所）および住民への保健サービス

提供の場となる市町村保健センター（枝幸町、美瑛町）

を訪問し、それぞれの地域保健医療行政の役割とそこ

で働く行政職や各種専門職の役割を系統立てて学ぶ機

会とした。美瑛町では町立病院と地域の老人保健施設

との連携活動を見学した。枝幸町において事務職の保

健福祉課長より財政の仕組み、予算編成、町の保健師

により地域の現状にあわせたより実践的な活動につい

て学んだ。また、住民の健康づくり事業として遠隔シ

ステムを用いた健康運動指導について、札幌の発信元

スタジオおよび受信側の枝幸町での住民の運動実践の

双方の現場を見学することで繋がりを実体験すること

ができた。

　次いで「母子保健」、「精神保健」、「社会福祉」の講

義を行い、保健福祉センター、介護施設の現場を訪問

した。

　「日本の医療提供体制」（病院・診療所等の治療を主

とする狭義の医療機関）についての講義・見学を実施

した。「病院管理」領域について、アフリカでも展開中

の医療現場での５Ｓ活動に基づく病院管理法、旭川医

おり、特にガーナは第１回からすべての研修に参加し

ている。このほかスーダン、エリトリア、ソマリア、

アンゴラおおびザンビアは第３期以降の参加国である。

　本年度の研修は、平成２７年６月２４日から８月７

日の期間で行われたが、このうち本学が関わる技術研

修は６月２９日から８月６日までの３９日間であった。

研修員の出身国と人数は９か国１１名で、内訳はエチオ

ピア、ガーナ、ケニア、ソマリア、タンザニア、ザン

ビアおよびウガンダが１名ずつで、スーダンおよびマ

ラウィからは各２名の参加であった。研修員のうち女

性はスーダンとザンビアの２名であった。研修員の職

種は、１１名のうち１０名が医療職者（うち医師は９名）

と保健行政サービス担当者である。

Ⅱ．本年度の研修カリキュラムと研修結果の

概要

　研修カリキュラムは２００８年の開始以来、研修員か

らの意見を参考に毎年改善を加えてきた。また、

２０１４年度に英文コース名を変更して２年目となるが、

基本的には第１期の方針をほぼ踏襲している。研修

は、旭川医科大学及び北海道ＪＩＣＡセンターでの講義・

演習と各現場を訪れての見学からなる研修を織交ぜる

ことで理解の促進を図っている。こうした編成に対し

て研修員からは、「この研修は実践的で、レジャー（現

場見学や学校訪問、健康増進運動の体験などを指すも

のかと思われる）と仕事（ＰＣＭなど演習や座学を指す

図１　第１期から第３期まで各期別にみた研修参加国
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表２　２０１５年度　アフリカ地域　地域保健担当官のための保健行政　研修　日程
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品系・草木質系廃棄物からの堆肥化施設、ビン・缶・

ペットボトルなどのリサイクル施設、古紙リサイクル

施設を見学し、衛生確保の重要性と環境保護・資源の

有効活用の必要性を学んだ。

　「食品衛生管理」の一環として、上川保健所検査施

設、食肉検査所と海産物加工食品製造現場を訪問し、

食品の衛生・安全確保にかかわる検査の見学、食肉の

安全性の確保・担保の仕方についての講義とＤＶＤに

よる屠畜場の衛生管理状況を学んだほか、衛生的な海

産物加工場の現場を見学した。

　「産業保健領域」では講義のほか製紙工場の見学を行っ

たが、作業現場での人間工学的な健康管理、安全配慮

についてより時間をかけた講義の要望があった。

科大学病院での病院管理運営、地域支援病院の機能の

講義を設定した。実地学習として、高度先進医療を担

う旭川医科大学病院、感染症と難病対策に重点をおく

国立病院機構旭川医療センター、地域支援病院である

名寄市立総合病院とそのサテライト診療の場としての

枝幸国保病院、整形外科の往診診療も行う美瑛町立病

院を訪問視察し、それぞれの機能分担、病診連携等を

学んだ。医療スタッフなどの人材養成と人材確保につ

いて、旭川医大での医師養成と地域で活動する医師確

保の試み、紋別高等看護学校での看護師養成について

教育現場を訪れて学んだ。

　「環境保健領域」では講義に引き続き、浄水場、ゴミ

焼却場、廃棄物最終処分場、医療廃棄物処理施設、食
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グリストで配信し過去の研修員のモチベーションを高

め、現研修員に対する刺激とした。

　アクションプランについて、来日前に上司や同僚と

討論し、テーマについて予め考えて来るべきことを募

集要項に明記した。また、４週間が経過した時点でア

クションプランの概要を提出させる事としたことで、

作業の進度が昨年までと比べて早くなった。研修員全

員がＰＣを持参し、ＰＣ上でアクションプランを作成す

る者が殆どであり、ポストイット等を用いて作業を行

うものは殆んどなかった。本研修の初期に比べ、研修

員も全員ＰＣ操作に慣れ、電子メール等でのやり取り、

「日報」や「アクションプラン」のファイルの送受信も

可能であった。アフリカ諸国の社会状況も大きく変革

しつつあることが実感された。

Ⅲ．本研修の目標達成状況

案件目標：

　本コースは、講義、演習、視察、総合討論を通して、

我が国の保健医療行政に関する基本的理念について制

度や組織の歴史的変遷と合わせて、国民の健康（保健

医療）の課題に対して行われてきた地方保健医療行政

（特にアフリカ地位と同様に医療サービスへのアクセ

スが容易でない問題を抱える北海道の実情に照らし）

改善のための諸取組の変遷および現在の状況を把握・

理解し、参考とすることにより、研修員出身国での健

康医療問題解決の一助となることを目指す。

　各自が作成した地域保健医療計画（アクションプラ

ン）の構成と内容について、プレゼンテーションによ

る説明を受けて評価する。具体的には、以下に示すご

とくである。

　ⅰ）自国や所属地域の保健医療にかかる現状分析が

できているか。

　ⅱ）地域保健計画に必要な課題設定、課題解決の方

法、評価などの基本要素が理解できているか。

　　　達成度：研修員１１名全員が達成した。

単元目標（表３）：

・単元目標①：日本の保健・医療・福祉の体制と制度

について学ぶ。

　達　成　度：研修員１１名全員が達成した。

・単元目標②：地域保健サービス提供計画の策定に必

　「学校保健」については、養護教員の講義を通して意

義などについての知識を得たのち、中学校を訪れ現役

養護教員から活動の実際について学んだ。さらに小学

校を訪れ、給食の準備・片付けと清掃の時間を中心に

見学することで、小児期から栄養と衛生を含めた健康

習慣を身につける場としての学校教育の在り方を知る

機会とした。また、研修員は小学校においてそれぞれ

学級に配属され給食を児童とともに摂るなど交流の機

会を作った。遠軽町の障害児童生徒の児童自立支援教

育施設である北海道家庭学校を訪れることで、日本に

おける地域社会での児童福祉の取組みを学ぶ機会とし

た。

　研修員の地域の保健医療行政に関する問題点を分析

し対策を立てる手段としての「ＰＣＭ」は、戦略的計画

策定・運営能力強化のために必要な知識・技術として

の評価は高かった。また、参加型の演習を行ったこと

も評価が高かった。

　アフリカで課題となるであろうと想定した疾病に関

して、課題解決のための一助となるべく基礎的知識に

ついての講義を設定している。具体的には感染症一般

（院内感染制制御を含む）、結核、マラリア等蚊媒介性

疾患、条虫・包虫など寄生虫疾患、生活習慣病（non-

communicable diseases）などで、トピックスとして１型

糖尿病、高血圧、移植医療についての講義を組んだ。

また、生活習慣病予防を念頭に置いた栄養指導（美瑛

町保健センター）と乳幼児栄養と離乳食調理の講義も

行った。

　今年度は、話題提起とディスカッション、“Topic 

raising & discussion”について、来日前に各研修員が経

験したGood practiceについての資料や写真をまとめて

持参するよう募集要項に記載した。研修の冒頭でカテ

ゴリー化し情報交換と討論の場を３回設けた。従来の

形式（トピックスについて定義などを挙げることに終

始した）に比べるとはるかに効果的であった。

　２０１２年から実施している、研修員に毎日１名ずつ担

当させた「daily report」は、学んだことの整理となり

都合が良かったと好評であった。これは研修日に学ん

だ内容と意見などを原則として翌日までに電子メール

にてコースリーダーへ提出するというものである。お

およそ１週間分をまとめてメールにて研修員や研修担

当関係者に配信するようにした。本年度は、２０１０年

度以降の研修員もメンバーに登録されているメーリン



― 89 ―

旭川医科大学研究フォーラム　１６　：８２～９３，２０１５

を本コースの本来の趣旨に厳密に合わせることを明記

した募集要項の改善により、研修員全員が医療・保健

を専門とし、地域のアクションプラン策定ないしその

指導的立場にある者で構成されていた。今年度は、従

来に比べて研修員の分析力やディスカッションへの参

加の積極性、プレゼンテーション能力の高さが目立っ

ていた。これは医師の比率が極めて高い（１１名中９名）

ことも関係しており、質問内容が医学的に高度なもの

が多い印象を受け、地域保健行政に携わる責任を担う

人材を対象とするという本研修の目的は達成されてい

るように思われた。

　また、ここ数年研修員の年齢層が大幅に若くなって

いるが、この事は帰国後の各国での保健行政担当者と

しての活動期間が確保できる事や人材育成の機会を拡

大するという面では有意義である。研修員は非常に熱

心であり、講義や視察において良く理解することに積

極的であり質問も多く、研修参加に意欲的であった。

　例年、研修員の多くが肥満傾向にあることから、

２０１３年から研修員全員研修初日と最終日に身長、体

重、体脂肪等を測定し、その変化を記録し研修員に結

果として返却した。また体重のコントロールや生活習

慣改善のために万歩計と記録用紙を配布し、各自の日

常生活を振り返るよう支援した。本年は、年齢層が若

かったこともあり、肥満の程度は軽かった。ホテルか

ら大学まで徒歩で通った研修員もあり、体重の軽減し

た者が多く見られた。帰国後の地域住民に対する生活

習慣改善のための指導に役立たせる経験となったもの

と思われる。

Ⅳ．最後に

　本研修は、地域保健医療行政担当者としてアフリカ

地域の実情に合わせて住民への直接サービスの在り方

について精通し、地域保健医療行政全体を運営（財政

的、人材的、物的に）し、さらには地域の健康課題を

抽出し解決のための必要な保健医療計画（アクション

プラン）を自国中央省庁に対して効果的にまとめて訴

える交渉・連携に必要な知識と技能、同時に、地域住

民に対する健康保持増進において有効な対策を企画・

推進する能力、さらに地域保健医療の領域で同僚・部

下に対して良き模範としてリーダーシップを発揮する

といった地域保健医療行政担当者としての総合的な手

要な基本的な知識と技術を習得する。

　達　成　度：研修員１１名全員が達成した。１名はや

や達成できなかったと回答した。

・単元目標③：北海道の地域の健康課題への解決対策

について事例から学ぶ。

　達　成　度：研修員１１名全員が達成した。

・単元目標④：国や地域の個別の健康課題を特定する

技術を学ぶ。

　達　成　度：研修員９名が達成した。１名はやや達

成できなかったと回答した。

　　　　　　　１名は無回答であった。

・単元目標⑤：④の課題に基づく地域の保健活動につ

いての企画の作成・上申と、地域コミ

ュニティでの展開について学ぶ。

　達　成　度：研修員１１名全員が達成した。１名は無

回答であった。

　本年度は、医師の比率が高く、健康問題に関しての

知識や技術を持つとともに、地域において責任を持つ

立場の研修員が多かった事もあり、講義、演習、施設

等訪問見学、総合討論時には質の高い質問・コメント

も多いなど、研修員が積極的に学ぶ姿勢が見られ、ま

た、互いの理解度を挙げるために研修員同士での補足

討論がなされた。自己に対する評価にも厳しさが感じ

られるが、全ての単元において比較的高い達成度が得

られた。

・案件目標に対する達成度は、４：６名、５：５名であ

り、１１名全員が達成した。

Ⅳ．研修員の特性

　２０１４年度の本研修の英文コース名の変更と対象者

表３　達成度の測定結果

無回答←←達成　　　　未達成→→

“１”“２”“３”“４”

０００５６案件目標

０００４７単元目標①

００１４６単元目標②

０００６５単元目標③

１０１４５単元目標④

１００５５単元目標⑤
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腕の修得を目指している。

　日本とアフリカ諸国の国情の違いは大きなものであ

ることから、日本の過去の経験や現在の状況を教える

講義や最先端の施設や機器を見学するだけでは不十分

である。過去の日本の状況がどのようにして現在の状

況まで変わったかを学び、特に広大な土地の中に人々

が点在し医療機関へのアクセス悪い北海道で学んだこ

とを、吸収し各自が自分なりに応用して実践できるよ

うな態度の寛容が必要である。

　本年度は、医師の比率が高く、健康問題に関しての

知識や技術を持つとともに、地域において責任を持つ

立場の研修員が多かった事もあり、講義、演習、施設

等訪問見学、総合討論時には質の高い質問・コメント

も多く、研修員が積極的に学ぶ姿勢が見られ、また、

互いの理解度を挙げるために研修員同士での補足討論

がなされた。自己に対する評価にも厳しさが感じられ

るが、全ての単元において比較的高い達成度が得られ

た。

　本研修は、来年度（平成２８年度）第３期の最終年

度に当たるが、研修生の特性や彼らを取り巻く状況が

研修初期の頃と比べて大きく変化しており、研修生が

要求する内容の変化に合わせたカリキュラムの更なる

修正が必要な状況ではあるが、本研修が来年度以降も

継続し得ることを見据え、研修員にとってより良いも

のになるよう努めていきたいと思う。
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講義風景 上川保健所見学

カントリーレポート発表会２ ウェルカムパーティ

開講式 カントリーレポート発表会１
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旭川医療センター見学 名寄市立病院見学

東光中学校見学 教育大附属小学校見学

ＰＣＭ講義１ ＰＣＭ講義２
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旭川市花火大会見学 吉田教授邸訪問

旭川食肉検査所見学 遠隔医療センター見学

旭川大学（講義：乳幼児の栄養） アンビエンテ（産業廃棄物処理場）見学
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